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02｜特集
能と狂言
人間国宝の競演
ー友枝昭世と山本東次郎の至芸ー

「生きるとは何か」を問う能の魅力
インタビュー:馬場あき子さん（歌人）

能「巴」
友枝昭世
撮影：あびこ写真店

狂言「通円」
山本東次郎
撮影：神田佳明



　ゴールデンウイークに新百合ヶ丘を中心に行われる総合芸術祭「川崎・しんゆり芸術祭2018（アルテリッカしんゆり）」で、二
人の人間国宝による能楽公演を開催します。
　川崎市北部でも能・狂言を鑑賞できる機会がほしいという声から、川崎能楽堂に長くご出演されてきた当代一流の能楽師の
先生に、特別に「アルテリッカしんゆり」にご出演いただくようになり、今回で10回目となります。
　日本の代表的歌人でいらっしゃる馬場あき子さんによる公演前の解説は、能に親しまれている方、初めてご覧になる方のどち
らにも好評をいただいています。
　馬場あき子さんに、今回の公演の見どころと能の魅力についてお話を伺いました。

昔の人の言葉遊びが素晴らしい
狂言「通

つ う

円
え ん

」
――  今回の上演演目について、見どころを

お聞かせください。
　今回は、非常に対称的な面白い演目が並
んでいます。
　狂言「通

つ う

円
え ん

」は、「頼
よ り

政
ま さ

」という能のパロ
ディーです。
　通円という名の茶人が「自分の一生で一
番大きなお茶の場をつくろう」と思い立ち、
宇治橋供養にやってきた仏教者たち300
人全員にお茶を振る舞うという大決意をし
ました。
　通円の亡霊の面

おもて

をつけ、独特の頭巾をか
ぶり、茶碗と茶

ち ゃ

筅
せ ん

を持って柄
ひ

杓
しゃく

を腰に、手に
は団

う ち わ

扇をもって、通円は登場します。でも、こ
れは本人ではなく幽霊です。300人にお茶
を点

た

てるなんて、容易なことではありません
ね。通円はお茶を点て過ぎてあまりに疲労
し、300人目にお茶を点て終わったとき、亡く
なってしまったのです。そういう名誉ある通円
のお茶を点てる様を再現して舞ってみせると
いう狂言なんですね。
　能「頼政」では、源頼政の幽霊が、平等院
で以

も ち

仁
ひ と

王
お う

を守って討ち死にした合戦の有様
を再現して舞う場面があります。
　頼政は戦って死んだ、通円はお茶を点て
て死んだ。そのパロディーとしての言葉遊びが
非常に素晴らしく、「頼政」の詞章がそっくりそ
のままお茶の言葉に作り直されています。
　今回、二つの詞章を対比して書いたもの
を観客の皆さんにお配りしますので、併せて
ご覧いただけば、いかに昔の人に言葉の力
があったかということがお分かりいただける

と思います。
　「通円」は、地

じ

謡
うたい

（※謡
うたい

の部分を何人かで
謡うこと）もいる能がかりの狂言で、80歳に
なられた山本東次郎さんがこれを演じられ
るのは非常に大変なことだと思いますよ。
　また、お茶を習っている人には一度は見
ていただきたい狂言です。大変難しくめった
に上演されませんから、この機会に是非、
川崎のお茶人の方々に見ていただきたいと
思っています。

誰が見ても楽しめる能「巴
と も え

」
　巴という名前はよくご存じでしょう。『平家
物語』や『源平盛衰記』に出てくる女性で、ど
の本にも「色白で、美人で、黒髪が長 と々後
ろになびいていた。また、軍略に長け、個人
の武勇にも長け、どんな坂道でも荒馬を上
手に乗りこなすことができた」と書いてありま
す。また、木曽義仲の乳兄弟で、義仲の愛妾
とも言われますし、ごく側近の女性だったと
いうことです。
　源頼朝が送った義経の軍勢による「粟津
の戦い」で敗北して木曽一家が絶滅しようと
するとき、最後に残ったのが義仲と家族同
然に育った今井兼平とその妹の巴でした。
巴は義仲とともに討ち死に、または刺し違え
てでも死にたかった。しかし、義仲は自害す
るとき、巴に向かって涙ながらに「お前は女
だから故郷に帰って、自分たちがこのように
壊滅したことを語り伝えてほしい」と諭したの
で、巴は一人故郷に帰って行く、そういう筋
書きです。
　最初に、巴の幽霊が美麗な女の姿で出て
きて旅人と出会い、「貴方は私と同じ木曽か
ら出た人だから、私の魂を弔ってください」

と頼みます。
　その後、巴の幽霊が再び衣装を変えて出
てきます。幽霊といえども女武者ですから、非
常に華やかな格好です。梨

な

子
し

打
う ち

烏
え

帽
ぼ

子
し

に白
鉢巻、緋の袴に唐

か ら

織
お り

を壺
つ ぼ

折
お り

にした衣裳をつ
けて、刀を差し長

な ぎ

刀
な た

を掻い込んでいます。そ
して「自分は義仲と一緒に死のうと思ったけ
れど、死ぬことを許されなかった。それがとて
も無念だ」と話します。
　そして、義仲が討ち死にするまでのことを
語り、長刀をもって舞ってみせます。
　最後は、巴が白い水

み ず

衣
ごろも

に着替えて黒の信
し が

楽
ら き

傘
が さ

を被
か ず

き、義仲の形見の小
こ

太
だ

刀
ち

を胸に抱
いて故郷に帰っていく場面となります。華や
かな衣装から、白黒の衣装に変わる。その色
の変化から、敗北して一人帰って行く女の悲
しみが出てきます。
　このように上演時間の短い能なのに、衣装
とともに見どころが変化する面白さと、長刀
を振う合戦の場面や、僧に回向を頼む場面、
さまざまな場面に心にしみる哀れがあります。
　初心者が見ても楽しいと思える、非常に見
どころの多い能です。
　狂言と能、両方とも選びに選んだ素晴ら
しい組み合わせだと思いますよ。

馬場 あき子 （ばば あきこ）
日本を代表する歌人、文芸評論家。短歌結社「かりん」主宰。古典や能に対する造詣も深く、喜多実に入門。新作能の制
作も行い、「影媛」（国立能楽堂委嘱）は大好評を博した。日本芸術院会員、朝日歌壇選者ほか。「馬場あき子全集」全13
巻ほか歌集や著書多数。川崎市在住。

プロフィール

能と狂言

人間国宝の競演
−友枝昭世と山本東次郎の至芸−

「生きるとは何か」を問う能の魅力
インタビュー／馬場あき子さん（歌人）

演目の見どころを語って下さる馬場さん
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 開  催  概  要 Information

アフタートークの様子（正面左から馬場あき子、友枝昭世、山本東次郎）

人間の質の美しさ
――  今回、主役をなさる二人の能楽師に

ついてお聞かせください。
　お二人とも、人間国宝であり日本芸術院
会員です。国家的な大きなタイトルを二つと
れる方は、芸もすぐれているのは当然ですけ
れども、お人柄も立派な方 で々す。そうでなけ
れば、すぐれた芸は生まれないわけです。
　「通円」の関係でお茶の話をしますと、お
薄
う す

を点てる手順は決まりがあって、誰がやっ
ても同じ型です。では、皆がじっと先輩が点
てる姿を見るのは何故でしょう。
　「巴」も、友枝さんの「巴」だけでなく、今ま
でにも、またこれからも、いろいろの能楽師の

「巴」を見ることでしょう。何故、同じ曲目を
繰り返し見るのでしょうか。
　それは日本の芸術の鑑賞態度の一つの
特色で、私たちは型からにじみ出る人間の
質の美しさを固有の魅力として見ているの
です。その人と芸がどんな質の美を持ってい
るか、それが国宝なのではないでしょうか。
　日本芸術院会員というのは、演技的なも
のも高い評価を得ていると思いますが、国宝
というのは、人間的魅力や深み、その人が今
まで修行してきたプロセスの中で培った人
間的な質の高さを評価されての人間国宝で
あるんだと思います。

川崎の文化度の高さ
――  川崎区に建つ川崎能楽堂では112回

の定期公演を重ねてきました。川崎能
楽堂が1986年に開館したときのこと
をご存じでしたらお聞かせください。

　当時、川崎の市民のためになる、何でも
上演できる演芸場を建てたいという話が持
ち上がったとき、「いや、能楽堂を」という小
さい声があがったような記憶があります。私
自身は能のなかで育った人間ですから、そ
れは素晴らしいと思い「演芸場で能はでき
ないが、能楽堂なら落語、日本舞踊、お琴、
管弦楽、なんでも緋の絨毯を敷けばできる」
というようなことを言ったかもしれません。な
らば、日本的で独自性の強い能楽堂が良い
だろうという結論に達したのは喜ばしいこと
でした。
　出来上がった能楽堂に初めて行ったとき
は、観客席が148しかないことにびっくりしま
した。でも、小さければ小さいだけ優れたも
のを近くで見ることができるということです
し、市が文化的な援助をすれば良いのだと
思いました。
　今、全国でも能楽堂を持っている自治体

はすごく少ないと思いますよ。ですから、この
ことは川崎市の誇りであり、先見の明の一
つでしょう。
　しかも、川崎能楽堂では148人にしか見
せられないのに、30年にわたって100回以
上も常に最高級のものを見せてきた。また、
新百合ヶ丘での公演では沢山の人たちに
超一級の方々の芸を見せる。こういう取組み
はとても大事で、川崎市の文化度の高さを
誇って良いと私は思いますね。

「面
お も て

」と「幽霊」
――  馬場先生は喜多流の長年にわたる流

友であり、新作能の制作も行っておら
れます。能の魅力についてお聞かせい
ただけますか。

　能は仮面劇で、基本的には面をつけて舞
うものです。では「面とは何か」というと、自分
という人間を一度抹殺して、違う人間になる
ことなんです。
　歌舞伎はそのために隈

く ま

取
ど り

をしますね。能
は、面をつけることで別人格になります。
　能楽堂には「鏡の間」という場所があっ
て、大きな鏡の前で面をいただいてつけ、座
しているうちに面と人間が一体化します。
　つまり、面と自分の魂を合体させる秘技み
たいなものが能にはあるということです。
　もう一つ面白いのは、能に登場する人物
は全て幽霊です。どういう幽霊が能に登場
できるのかというと、自分が生きた人生に執
着を持っていて、「自分の人生は何だったの
かをもう一遍問い直したい」と思っている人
物です。そういう人だけが能に出てくるという
ことも、「生きるとは何か」という課題につな
がってくるのではないかなと思って、非常に
魅力的だと思いますね。

日本的なるものは何か
――  まだ能をご覧になったことのない方々

に向けて、能を鑑賞するときのアドバ
イスがあればお願いします。

　能というのは、わからなくてもいいんじゃ
ないかと思います。なんだかわからないけれ
ど、ぼやっとした不思議な雰囲気を感じて
帰ればいいんです。けれど忘れがたいと思い
ますよ。
　「綺麗だったな」でも、「かわいそうだった
な」でも良いですし、なにか不思議なものを
見たという感覚だけで、十分印象に残って
いると思います。印象に残るものを見るのは、
とても良いことです。たとえばお相撲さんに
会ったときだって、「白鵬を見て触った、すご

［日時］平成30年5月3日（木・祝）
　　　13：30開場　14：00開演

［出演］解説／馬場あき子
　　　狂言「通円」／シテ 山本東次郎　他　
　　　能「巴」／シテ 友枝昭世　他
　　　アフタートーク／馬場あき子

山本東次郎、友枝昭世
［会場］川崎市麻生市民館大ホール
　　　（川崎市麻生区万福寺1-5-2）
　　　小田急線新百合ヶ丘駅下車北口徒歩3分

［入場料］S席5,000円（※SS席完売）
［チケット取扱］
　　　アルテリッカしんゆりチケットセンター
　　　☎044−955−3100
　　　（10：00～17：00、土日祝を除く）
　　　※ただし4/1からは毎日営業
　　　 その他インターネット予約、川崎市内プレイ

ガイドでも販売
［主催］公益財団法人 川崎市文化財団

能と狂言

人間国宝の競演
−友枝昭世と山本東次郎の至芸−

い」となりますね。でも、何がすごいのかはわ
かりませんよね。
　友枝昭世の「巴」を見た、山本東次郎の

「通円」を見た、ということが一つの印象とし
て心の中に沈殿している、それだけで十分だ
と思います。また見たくなることが大事です。
　商社マンなんかが家族と一緒に外国に
派遣されて、現地の人に「日本の能とは何
か、禅とは何か」と聞かれたときに何も答え
られない、という話をよく聞きます。能、歌舞
伎、茶、禅、そういうごく日本的なものを全部
知らないまま死んでいくという人が多いので
す。それを考えると、「日本的なるものは何か」
という答えを自分が一つ持つために、能を
見てほしいという感じがするんですよね。

世界が注目する能
――  2020年に東京オリンピック・パラリン

ピックを控え、今後ますます世界の目
が日本に集まってくるなか、能という伝
統芸能がどのようになっていけば良い
という思いはありますか。

　それは盛んになるのが良いけれども、日本
という国は自国の大切な芸能を援助しませ
ん。外国は国費を使って援助しています。本
当は日本人が忘れて見ることもしない伝統
芸能こそが世界的なものなんですよ。能は世
界遺産に登録されています。
　今の若手が一生懸命やっていますけれど
も、とても能を維持していく財力は足りないで
しょう。衣装も現代の人たちは背が高くなっ
ているから昔のものは着られなくなってきて
います。伝統の衣装を織る人も少なくなって
います。一体、国家は日本という国をどういっ
た形で残そうとしているのか、ということも問
われるわけですよね。しかし、国が滅びても
芸能は残ります。その怖さを皆知りません。そ
れだから、我々が守っていかなければならな
いのです。

馬場あき子さんによる解説
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第139回｜8月25日（土） 14：00開演
［出演］ 指揮：大友直人　ヴォカリーズ：小林沙羅
　　　 ヴァイオリン：大谷康子　ピアノ：横山幸雄

［曲目］ モーツァルト：交響曲第41番「ジュピター」
　　　 萩森英明（1981～）：委嘱作品
　　　 羽田健太郎（テーマモチーフ：宮川 泰）：交響曲「宇宙戦艦ヤマト」

［チケット］ S￥6,000  A￥5,000  B￥4,000  C￥3,000  当日学生券￥1,000（要問合せ）

ミューザ川崎シンフォニーホール＆東京交響楽団
名曲全集 2018-19前期シーズン

お申込み・お問合せ◉ミューザ川崎シンフォニーホール　［TEL］ 044-520-0200（10：00～18：00）　［チケットカウンター］10：00～19：00
［Web］ミューザWebチケット　http://muza.pia.jp/　 検索ミューザ

 ミューザ川崎シンフォニーホール おすすめ公演情報
各回好評発売中!!

第136回｜4月22日（日） 14：00開演
［出演］ 指揮：ジョナサン・ノット　ファゴット：福井 蔵（東京交響楽団首席奏者）
［曲目］ ロッシーニ：歌劇「絹のはしご」序曲　ロッシーニ：ファゴット協奏曲
　　　 シューベルト：交響曲第6番

［チケット］ S￥7,000  A￥6,000  B￥4,000  C￥3,000  当日学生券￥1,000（要問合せ）

第137回｜5月19日（土） 14：00開演
［出演］ 指揮：カーチュン・ウォン　ヴァイオリン：郷古 廉
［曲目］ ブラームス：ヴァイオリン協奏曲　ショスタコーヴィチ：交響曲第5番
［チケット］ S￥6,000  A￥5,000  B￥4,000  C￥3,000  当日学生券￥1,000（要問合せ）

第138回｜6月10日（日） 14：00開演
［出演］ 指揮：小林研一郎　ピアノ：田部京子
［曲目］ グリーグ：ピアノ協奏曲 イ短調　チャイコフスキー：交響曲第6番「悲愴」
［チケット］ S￥6,000  A￥5,000  B￥4,000  C￥3,000  当日学生券￥1,000（要問合せ）

第140回｜9月9日（日） 14：00開演
［出演］ 指揮：飯森範親
［曲目］ ストラヴィンスキー：組曲「火の鳥」（1945年版） 
　　　 ストラヴィンスキー：ペトルーシュカ（1947年版）
　　　 ストラヴィンスキー：春の祭典

［チケット］ S￥6,000  A￥5,000  B￥4,000  C￥3,000  当日学生券￥1,000（要問合せ）

ジョナサン・ノット

カーチュン・ウォン

小林研一郎

福井 蔵

郷古 廉

田部京子

飯森範親

小林沙羅 大谷康子 横山幸雄大友直人

モーツァルト・マチネ 第33回
　目にも耳にもおいしいプログラムを、実力派指揮者のタクトで。ポストホルンの前後に演奏
されるように作られた２つの行進曲を添えたオール・モーツァルト・プログラムが、休日の朝を
爽やかに彩ります。

［日時］ 4月28日（土） 11：00開演
［出演］ 指揮：高関 健　管弦楽：東京交響楽団
［曲目］ 〈オール・モーツァルト・プログラム〉
　　　　 行進曲 ニ長調 K.335 第1番
　　　　 セレナード 第9番 ニ長調｢ポストホルン｣
　　　　 行進曲 ニ長調 K.335 第2番

［チケット］ 全席指定 3,500円　 （小学生～25歳）1,000円高関 健

好評発売中!!
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5月4日（金・祝）





展示－江戸から現代へ（３階）
明治以降の川崎市の歴史や、ゆかりの人物などの展示
があります。

展示－宿場時代の川崎（２階）
江戸時代の川崎宿の歴史や当時の情報があります。
旅人の衣装を着て記念撮影もできます。

4階の集会室は、ふれあいネット（川崎市公共施設利用予
約システム）にて利用予約が必要です。

貸館
案内

商工会議所
●　 ●DICE

　（ダイス）
●コンビニ

川崎信用金庫●

　●
川崎市役所

JR
川
崎
駅

京
急
川
崎
駅

東海道
かわさき宿
交流館

〒210-0001 川崎市川崎区本町1丁目8番地4
TEL.044-280-7321　FAX.044-280-7314
http://www.kawasakishuku.jp/

【アクセス】 京急川崎駅より徒歩6分、JR川崎駅東口より徒歩10分

第3回
「講談de交流」

　フレッシュで今時な講談師を激励し、一緒に精進を応援し
ていきましょう。
　今回は、前座 田辺凌天さん、二ツ目 田辺一乃さんです。
お楽しみに！
日時：4月18日（水） 14時開演（13時30分開場）
料金：無料　
定員：先着80名（自由席・事前予約不要）
会場：東海道かわさき宿交流館4階 集会室
出演：前　座／田

た

辺
なべ

凌
りょう

天
てん

　　　二ツ目／田
た

辺
なべ

一
かず

乃
の

第31回 江戸時代の粋に遊ぶ
「民謡の技芸あれこれ」

　外国人初のプロの日本民謡家。民謡を中心に踊り、三味
線、太鼓などの技芸もお楽しみいただけます。また、伝統芸
能の魅力なども語って頂きます。
日時：4月21日（土） 14時開演（13時30分開場）
料金：1,500円（税込）　
定員：先着80名（自由席・事前予約不要）
会場：東海道かわさき宿交流館4階 集会室
出演：モード・アルシャンボー（Maud Archambault）

プロフィール
モード・アルシャンボー

（Maud Archambault）
カナダ・ケベック州出身、モントリオール大
学卒業後、２００１年、日本文化に興味を
持ち単身来日。２００２年、村松喜久則、
京極加津恵両師に師事して、民謡の唄、
三味線、鳴り物を研鑽。陸奥の家喜美栄、
新見幸子師等に民謡舞踊の薫陶を受け、
２０１４年、（一社）日本民謡プロ協会に入
会し、外国人初の民謡舞踊家となり、全国的にプロ活動中。日本
文化をこよなく愛し、和食を好み、和服を着こなし浴衣も縫える「日
本人よりも日本人らしい特異な外国人」としてＮＨＫテレビ「日本
民謡フェスティバル」の司会や国際放送の「ＮＨＫワールドＴＶ」を
始め、国内外の各マスメディアに度々採り上げられ、日本民謡を世
界に発信中。今後、国際感覚溢れた民謡人としての活躍が期待さ
れている。田辺一乃田辺凌天
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休館日：毎週月曜日。月曜が祝日の場合は、翌日が休館。



インクルーシブダンスプロジェクト We Ballet!
「ダンスレッスン」12月3日(日）〈昭和音楽大学〉
（委託先）公益財団法人 スターダンサーズ・バレエ団

宮前区障がい児の為の夢を叶えるチャレンジ教室
＆同開催の為の実践講座

「ミュージックコース」2月7日（水）〈宮前市民館〉
（委託先）一般社団法人 canawell（カナウェル）

江戸時代の粋に遊ぶ その30
「能楽」

川崎の近代化と鉄道

第2回「講談de交流」　川崎区誌研究会、川崎区図書館、川崎市
文化財団が合同で毎年開催している川崎
をテーマとした展覧会。京急創立120周年
を迎えた今年は、京急大師線沿線の発展と
川崎の近代化をテーマとした写真展を開催
しました。
　1899年、川崎（六郷橋）と大師を結ぶ約
2キロのコースに電気鉄道が敷設され、京浜
急行電鉄が産声をあげました。この電力を
供給するために建てられた変電所が、川崎
の工業地帯形成の大きな下地となりました。
　当時の駅舎や車両などの写真や、開業当
時のポスターなど、217点の資料が会場を
飾り、過去の大師線沿線風景を映した映像
も公開。会期中は500人以上の人が訪れま
した。

【お客さまの声より】
◦ 120年の歴史が一目でわかる川崎ならで

はの写真展。京急電鉄の写真の提供も
数多く、協力の熱意が感じられた。（60代
／男性）

◦ 懐かしい展示品に感動し、かつ昔の物を
よく保存していることに感心しました。今
94歳ですが、生きていてよかったと思いま
した。（90代／男性）

　「講談de交流」は、前
座さんと二ツ目さんを激
励しようという企画です。
　今回、前座は田辺い
ちかさん、二ツ目は田辺
銀冶さんにお越しいた
だきました。まず初めに、
銀冶さんから。明治中期が舞台の「三泥棒
出会い」。お次は、いちかさんの「湯水の行
水」。三方ヶ原の前夜、武将の鳥居忠広と成
瀬正義が喧嘩するお話。休憩をはさみ、最
後に再び銀冶さんの登場。川崎にゆかりの
ある坂本九が歌った名曲「上を向いて歩こ
う」を題材にしたもので、作曲家の中村八大
を中心に、坂本九、作詞家の永六輔、ナベプ
ロ創立者の渡辺晋を交えた面白おかしいお
話でした。講談はなにも歴史物だけではな
いんですね。こういった最近の人物をテーマ
にしたものもあるんだと親しみを感じました。
　次回は、4月18日（水）14時からです。お楽
しみに。
 （2月7日 東海道かわさき宿交流館）

　 江 戸 時 代の粋に
遊ぶシリーズ、今回は

「能楽」です。喜多流
の粟谷明生さんにお
越しいただきました。
　まずは能の歴史のお話から。能には「観世
流」、「宝生流」、「金春流」、「金剛流」、「喜多
流」の５つあります。しかし、江戸時代に入るま
では、「四座一流（しざいちりゅう）」といって、
喜多流は入っていませんでしたが、2代目将
軍徳川秀忠時代になると「喜多流」も入り一
流設立を認められたということです。
　説明のあとに素踊りで「高砂」と「八島」の
一部を踊って頂きました。また実際に、能面と
扇を持ってきて下さり、第２部の体験コーナー
ではお客さんの中から代表者に能面を付け
たり、扇を持って簡単な身振りとすり足の仕方
を教わりました。最後に全員で粟谷さんの指
導のもと「高砂」を歌いました。お話が非常に
わかりやすく、見ごたえのある2時間でした。
　次回は、4月21日（土）14時から「民謡」を
行います。出演者は、モード・アルシャンボー
さんというカナダ人の女性です。外国人初の
プロの民謡家で、日本の文化にも大変造詣
の深い方です。村松喜久則先生のお弟子さ
んで、NHKなどにも多数出演しています。民
謡だけでなく踊り、三味線、太鼓などの技芸
もお楽しみいただけます。また。外国人から
みた伝統芸能の魅力なども語っていただき
ます。どうぞお楽しみに。
 （2月17日 東海道かわさき宿交流館）

平成29年度 パラアート推進公募型事業委託

障害のある人もない人も共に文化芸術活動に取り組むためのモデルとなる事業を発掘し、
事業の成果を先行事例として広く発信することを目的に、公募した４団体に事業を委託しました。

アートを通したワークショップで障害者と健常者が交流する事業
「いろとおとの体験」1月28日(日）〈カフェイズミ〉
（委託先）THE アート・プロジェクト 多文化読み聞かせ隊

「パラアート地域交流サロン」開設基盤構築事業
「コンサート奏」 11月2３日（木・祝）〈川崎授産学園〉
（委託先）一般社団法人 ソーシャル・アーティスト・ネットワーク

◦ 自称鉄道ファンですが、今までみたことの
ない画像がとても多く、遠路来た甲斐が
ありました。（60代／男性）

◦ 5歳の息子と来ました。大好きな京急の写
真がたくさんありとても喜んでいました。自
分の住む地域の歴史に興味を持たせる
良い機会になりました。（40代／女性）

 （1月30日～2月4日 アートガーデンかわさき）

　障害を持った方々と地
域居住者による音楽演奏
会には、地域の方等が自
由に参加し、約200名が
音楽を奏でたり、歌ったり、
踊ったり、語ったり思い思
いの時間をゆったりと過ご
しました。

　参加者11名は、バレエ
のコンセプトやリズムを
使って踊ることの楽しさを
体験しながら、いっしょに
からだを動かして、自分を
表現していました。

　参加者は、ギタリストの
講師の指導で、カホンや
シェイカーなど、色々な楽
器にふれながら、実際に
音を出していっしょに演奏
し、みんなで音楽を通して
楽しみました。

　参加者は、いろとおとの
体験ということで、水彩の
ぬらし画法により、三原色
の混ざりあう瞬間を感じ、
楽しんだりしたあと、ハープ
のような弦楽器ライアーの
繊細な響きの音を楽しみま
した。
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――  「ひとみ座乙女文楽」結成の由来
についてお聞かせください。

村上：日本の伝統的な人形遣いを学ぶこと
で芸の糧にしようと、勉強の意味で始めた
のがきっかけです。「乙女文楽」の創始者で
ある桐竹門造の直弟子である桐竹智恵子
師匠が、大阪から神奈川県茅ケ崎市に移
り住み、家族で興行していると聞き、指導を
依頼しました。
　今では世界中で公演を行っています。こ
れまでに、アメリカ、ロシア、スペイン、インド、
ほかにも多くの国に行きましたが、向こうの
方たちの反応はすごいですよ。言葉がわか
らなくても、悲しい場面では涙を流して見て
くださる。人間の情みたいなものが伝わる
んですね。

――  現代人形劇との違いは？
村上：役を演じるということに関しては同じ
です。私は「ひょっこりひょうたん島」で、魔女
の「マジョリカ」役をやっていましたが、乙女
文楽を演じるときと、全く同じ気持ちで演じ
ていました。
　技術に関しては、乙女文楽をやったおか
げで、人形を遣う時の「間

ま

」と「呼吸」がそれ
までと変わりました。日本の芸独特の緩急
がつくようになったのは、やっぱり古典を勉
強したおかげですね。
松本：台詞を言いながら人形を操作する現
代人形劇と違って、乙女文楽は太夫が語
るので私たちは人形操作に徹します。そう
いった形態の違いはありますが、通じるも
のがあると思います。
　義太夫は古くから続いた芸能なので、芝

居の作り方が洗練されています。間合いや
呼吸など、多くのヒントをもらいながらやっ
ています。

――  どのような活動を行っていますか。
松本：定期公演や全国からの依頼公演、そ
して海外公演、地元の病院や老人ホーム
での公演、近隣の小学校への巡回公演、そ
れと夏休みに小中学生を対象とした「乙女
文楽教室」を全11回講座で毎年行ってい
ます。
村上：子どもたちは、教室を終えると見違え
るようになります。靴のぬぎ方や足袋の履き
方など礼儀作法から指導しますが、みな次
の年になると私が言ったことを覚えていて、
新しく入った子たちに的確に教えてくれる
んですよ。これは嬉しいですね。演技につい
ても仲間同士で「お前、それじゃ情が入って
ないよ」と言っているから、ビックリしちゃう。
　また、長く続ける子が多く、教室を終えた
あとは修了生の会に入って、地域イベント
などの舞台が年に5回ほどあります。自分と
は別の人物を人形で表現する。そこが魅力
的で面白いんだと思います。

――  今回の公演の見どころと、
　　 意気込みを。
松本：私たちにとって、今回の演目は大作
です。登場人物も多く、豪族の反逆劇という
骨太な物語を縦糸に、娘と父親の葛藤や、
板挟みになった母親のやるせない気持ち、
夫婦の切ない再会もあるお話です。
　義太夫の語りだけでもすごい迫力です。
人形の衣装も、村上を中心にみんなで新し
く作っているんですよ。
塚田：このお芝居は文楽の古典中の古典
ですが、ドラマとしては全く古くありません。
この物語を現代の私たちがどう読んで、ど
う提示するかというのがポイントだと思いま
す。多くのことを、文楽の方たちに教えてい
ただく立場ですが、どう表現するかという意

味では対等だと思っています。それが現代
人形劇の役者が古典をやるという意味でも
あると思うので、追求していきたいですね。

――  乙女文楽の今後について、
　　 どのようにお考えですか。
村上：世界中の人に愛してもらえるような
芝居を、団員にやってもらいたい。そのため
には、大変な努力が必要です。嘘の芝居を
やったら見捨てられてしまいます。真実の
気持ちを込めれば、必ずお客さんが見てく
れます。芸を磨くという意味でも、公演の機
会をもっと増やしたいですね。
松本：乙女文楽は一人で遣うため、間合い
やテンポがリアルで、親しみやすいというお
声もあります。
　文楽と言うと、少し身構えてしまう部分が
あるかと思いますが、まずはスタジオに足を
運んでいただいて、身近に「乙女文楽」の
魅力を知っていただければうれしいです。

［日時］ 5/3（木・祝）、5/4（金・祝）
　　　 両日開演 11:00／15:00

［会場］ ひとみ座第1スタジオ
　　　 （川崎市中原区井田3-10-31）

［料金］ 前売 2,800円／当日 3,300円
［演目］ 「二人三番叟」
　　　 「奥州安達原」袖萩祭文の段

［出演］ ひとみ座乙女文楽
［演奏］ 「奥州安達原」
　　　 前 （浄瑠璃）竹本綾之助
　　　 　 （三味線）鶴澤津賀花
　　　 後 （浄瑠璃）竹本越孝
　　　 　 （三味線）鶴澤寛也

［指導］故桐竹智恵子 ◇ 桐竹勘十郎
［チケットお申込み・お問い合わせ］
　　　 公益財団法人 現代人形劇センター
　　　 TEL 044-777-2228
　　　 URL http://www.puppet.or.jp/

 公  演  概  要 Information

結成50周年記念
第8回 乙女文楽 公演

50周年を迎える

ひとみ座
乙女文楽

　人形浄瑠璃文楽から派生した伝統人形芝居である「乙女文楽」。男性が三人で一体の人形を操る「文楽」に対し、「乙女文
楽」は女性一人の人形遣いによって演じられます。昭和初期に大阪で考案され、一人で操るために人形の仕組みと操り方にさま
ざまな工夫がなされています。女性ばかりで演じられる華やかな舞台も見どころの一つです。
　「ひょっこりひょうたん島」でおなじみの人形劇団ひとみ座は、この「乙女文楽」を昭和42年から伝承しており、今回、結成50周
年記念公演を行います。
　「ひとみ座乙女文楽」創立時から一座をまとめる村上良子さん、中堅メンバーとして活躍する松本幸子さん、運営を行う現代人
形劇センター理事長の塚田千恵美さんに、「乙女文楽」の魅力と今回の公演の見どころについてお話しを伺いました。

村上さんから指導を受ける松本さん
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アートガーデンかわさき・市内ギャラリー・美術館等の展覧会情報
●掲載情報は原則入場無料です。ただし、有料マークのある施設は入場料が必要な催し物の情報が含まれています。
●各施設とも、催し物の内容・会期・料金等が変更になる場合がございますので、ご確認の上ご来館ください。　■＝休館日
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常設展

第1展示室

企画展

第2展示室

第3展示室

フォトクラブ川崎 写真展
4月17日（火）～22日（日）

第23回 放送大学写真クラブ写真展
4月24日（火）～29日（日・祝）

英山会フォトクラブ
第29回 四季自然と花のある風景 写真展

4月3日（火）～8日（日）

写真同人「写歩楽」
第24回写真展「いつか度か何処かで」

4月17日（火）～22日（日）
新日美神奈川支部展
4月24日（火）～29日（日・祝）

個展 平林壮元
4月24日（火）～29日（日・祝）

アトリエどんぐり作品展2018
～4月4日（水）

愉墨会 作品展示会
4月6日（金）～11日（水）

宮前市民サークル連絡会
みやまえJAM2018

4月13日（金）～18日（水）※16日休館
蘭の会 書道作品展　
4月20日（金）～25日（水）

葉っぱの会
平和のメッセージ 絵本と原画展

4月6日（金）～11日（水）
パレットゆり 第14回水彩画展

4月20日（金）～25日（水）
チェーン・オブ・フレンドシップ

ウォーターカラーキルトの世界 and etc.
4月27日（金）～5月1日（火）

グループフォト昴 写真展
～4月4日（水）

幸みずえ会 絵画展
4月6日（金）～11日（水）

青の会 油絵展
4月13日（金）～18日（水）※16日休館

花友舞展
4月20日（金）～25日（水）

さがみ会写真クラブ
第22回写真展

4月27日（金）～5月2日（水）

セイフウ会展
～4月4日（水）

クリアティブアート展
～4月4日（水）

のびるの会 スケッチ展　
4月6日（金）～11日（水）

久末フォートクラブ写真展
4月13日（金）～18日（水）※16日休館

多摩自然写真の会 写真展
4月20日（金）～25日（水）

フォトサークル宮前 写真展
4月27日（金）～5月2日（水）

中野島いこいの家 彩遊会
水彩画展示会
～4月4日（水）

たま木版画 多摩木版画研究会
4月13日（金）～18日（水）※16日休館

春の多摩区文化祭 いけばな展
4月20日（金）～25日（水）

群炎美術協会 
神奈川支部展
～4月1日（日）

一線美術会
神奈川支部展
～4月1日（日）

有料 企画展「第21回岡本太郎現代芸術賞（TARO賞）」展  ～4月15日（日）  
観覧料：一般700円、高校・大学生・65歳以上500円、中学生以下無料　※常設展もあ  わせてご覧いただけます。

有料 常設展「敏子さん、岡本太郎のこと教えて。」展  ～4月15日（日） 
企画展観覧料に準ずる。

有料
常設展「（仮）太陽の塔 誕生」展  4月19日（木）～7月1日（日）  
観覧料：4月19日（木）～27日（金）一般500円、高校・大学生・65歳以上300円、中学生以下無料
　　　　4月28日（土）～7月1日（日）企画展観覧料に準ずる。

（注）会期、時間等は各団体により、変更になることがありますので、ご確認の上ご来場ください。

カフェマイム マイギャラリー〈幸区〉
幸区堀川町66-20 川崎市産業振興会館2F　TEL．548-4132
【休館日】日・月・祝

ミューザ川崎シンフォニーホール 
4F企画展示室〈幸区〉
幸区大宮町1310　TEL.520-0300　【休館日】4/16（月）

宮前市民館市民ギャラリー〈宮前区〉
宮前区宮前平2-20-4　TEL．888-3911　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

麻生市民館市民ギャラリー〈麻生区〉
麻生区万福寺1-5-2　TEL．951-1300
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

中原市民館市民ギャラリー〈中原区〉
中原区新丸子東3-1100-12 パークシティ武蔵小杉ミッドスカイタワー1、2階
TEL．433-7773　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

高津市民館市民ギャラリー〈高津区〉
高津区溝口1-4-1 ノクティ2（12F）　TEL．814-7603
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

多摩市民館市民ギャラリー〈多摩区〉
多摩区登戸1775-1（多摩区総合庁舎内）　TEL．935-3333　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

川崎市岡本太郎美術館〈多摩区〉
多摩区枡形7-1-5　TEL.900-9898
【休館日】毎週月曜日（祝日の場合は開館）、4/17、4/18

アートガーデンかわさき〈川崎区〉
川崎区駅前本町12-1 川崎駅前タワー・リバーク3F　
TEL.200-1415　
【休館日】毎週月曜日

川崎市市民ミュージアム〈中原区〉
中原区等々力1-2（等々力緑地内）　TEL．754-4500
【休館日】月曜日（ただし4月30日は開館）、5/1（火）

横浜書道学 校 書陵展
4月10日（火） ～15日（日）

駄目おやじ ～こっそり展～
切り絵、書、木彫り
4月3日（火）～10日（火）

『いのち咲く星』
パステルとヲシテアート展
4月12日（木）～18日（水）

帯で作るバッグの会
4月24日（火）～28日（土）

第25回記念秋水会書展
4月5日（木）～9日（月）

有料 中井精也 鉄道写真展 笑顔 あふれる「ゆる鉄」ワールド（2F企画展示室1、アートギャラリー2）4月7日（土）～6月24日（日）　観覧料： 一般600円、65歳以上・大学生・高校生450円、中学生以下無料

川崎ヒストリー展 ～川崎の鉄道～（2F アートギャラリー1）
4月7日（土）～6月24日（日）

鉄道模型ジオラマ展示（2F アートギャ ラリー3）
4月7日（土）～6月24日（日）

あそんでミュージアム！こどもステーション
4月7日（土）～6月24日（日）のうち土日祝
（2F 企画展示室2・参加無料・一部有料）

有料
企画展「岡本太郎の写真──採集と思考のはざまに」展  
4月28日（土）～7月1日（日）  
観覧料：一般800円、高校・大学生・65歳以上600円、中学生以下無料

ぐるうぷひょこり
ぼくたち わたしたちの作品展
4月13日（金）～15日（日）

大井川鐵道 田野口～駿河徳山

糸書道会 書道作品展
4月27日（金）～29日（日・祝）
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アートガーデンかわさき・市内ギャラリー・美術館等の展覧会情報
●掲載情報は原則入場無料です。ただし、有料マークのある施設は入場料が必要な催し物の情報が含まれています。
●各施設とも、催し物の内容・会期・料金等が変更になる場合がございますので、ご確認の上ご来館ください。　■＝休館日 Event Calendar
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常設展

第1展示室

企画展

第2展示室

第3展示室

フォトクラブ川崎 写真展
4月17日（火）～22日（日）

第23回 放送大学写真クラブ写真展
4月24日（火）～29日（日・祝）

英山会フォトクラブ
第29回 四季自然と花のある風景 写真展

4月3日（火）～8日（日）

写真同人「写歩楽」
第24回写真展「いつか度か何処かで」

4月17日（火）～22日（日）
新日美神奈川支部展
4月24日（火）～29日（日・祝）

個展 平林壮元
4月24日（火）～29日（日・祝）

アトリエどんぐり作品展2018
～4月4日（水）

愉墨会 作品展示会
4月6日（金）～11日（水）

宮前市民サークル連絡会
みやまえJAM2018

4月13日（金）～18日（水）※16日休館
蘭の会 書道作品展　
4月20日（金）～25日（水）

葉っぱの会
平和のメッセージ 絵本と原画展

4月6日（金）～11日（水）
パレットゆり 第14回水彩画展

4月20日（金）～25日（水）
チェーン・オブ・フレンドシップ

ウォーターカラーキルトの世界 and etc.
4月27日（金）～5月1日（火）

グループフォト昴 写真展
～4月4日（水）

幸みずえ会 絵画展
4月6日（金）～11日（水）

青の会 油絵展
4月13日（金）～18日（水）※16日休館

花友舞展
4月20日（金）～25日（水）

さがみ会写真クラブ
第22回写真展

4月27日（金）～5月2日（水）

セイフウ会展
～4月4日（水）

クリアティブアート展
～4月4日（水）

のびるの会 スケッチ展　
4月6日（金）～11日（水）

久末フォートクラブ写真展
4月13日（金）～18日（水）※16日休館

多摩自然写真の会 写真展
4月20日（金）～25日（水）

フォトサークル宮前 写真展
4月27日（金）～5月2日（水）

中野島いこいの家 彩遊会
水彩画展示会
～4月4日（水）

たま木版画 多摩木版画研究会
4月13日（金）～18日（水）※16日休館

春の多摩区文化祭 いけばな展
4月20日（金）～25日（水）

群炎美術協会 
神奈川支部展
～4月1日（日）

一線美術会
神奈川支部展
～4月1日（日）

有料 企画展「第21回岡本太郎現代芸術賞（TARO賞）」展  ～4月15日（日）  
観覧料：一般700円、高校・大学生・65歳以上500円、中学生以下無料　※常設展もあ  わせてご覧いただけます。

有料 常設展「敏子さん、岡本太郎のこと教えて。」展  ～4月15日（日） 
企画展観覧料に準ずる。

有料
常設展「（仮）太陽の塔 誕生」展  4月19日（木）～7月1日（日）  
観覧料：4月19日（木）～27日（金）一般500円、高校・大学生・65歳以上300円、中学生以下無料
　　　　4月28日（土）～7月1日（日）企画展観覧料に準ずる。

（注）会期、時間等は各団体により、変更になることがありますので、ご確認の上ご来場ください。

カフェマイム マイギャラリー〈幸区〉
幸区堀川町66-20 川崎市産業振興会館2F　TEL．548-4132
【休館日】日・月・祝

ミューザ川崎シンフォニーホール 
4F企画展示室〈幸区〉
幸区大宮町1310　TEL.520-0300　【休館日】4/16（月）

宮前市民館市民ギャラリー〈宮前区〉
宮前区宮前平2-20-4　TEL．888-3911　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

麻生市民館市民ギャラリー〈麻生区〉
麻生区万福寺1-5-2　TEL．951-1300
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

中原市民館市民ギャラリー〈中原区〉
中原区新丸子東3-1100-12 パークシティ武蔵小杉ミッドスカイタワー1、2階
TEL．433-7773　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

高津市民館市民ギャラリー〈高津区〉
高津区溝口1-4-1 ノクティ2（12F）　TEL．814-7603
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

多摩市民館市民ギャラリー〈多摩区〉
多摩区登戸1775-1（多摩区総合庁舎内）　TEL．935-3333　
【休館日】第3月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

川崎市岡本太郎美術館〈多摩区〉
多摩区枡形7-1-5　TEL.900-9898
【休館日】毎週月曜日（祝日の場合は開館）、4/17、4/18

アートガーデンかわさき〈川崎区〉
川崎区駅前本町12-1 川崎駅前タワー・リバーク3F　
TEL.200-1415　
【休館日】毎週月曜日

川崎市市民ミュージアム〈中原区〉
中原区等々力1-2（等々力緑地内）　TEL．754-4500
【休館日】月曜日（ただし4月30日は開館）、5/1（火）

横浜書道学 校 書陵展
4月10日（火） ～15日（日）

駄目おやじ ～こっそり展～
切り絵、書、木彫り
4月3日（火）～10日（火）

『いのち咲く星』
パステルとヲシテアート展
4月12日（木）～18日（水）

帯で作るバッグの会
4月24日（火）～28日（土）

第25回記念秋水会書展
4月5日（木）～9日（月）

有料 中井精也 鉄道写真展 笑顔 あふれる「ゆる鉄」ワールド（2F企画展示室1、アートギャラリー2）4月7日（土）～6月24日（日）　観覧料： 一般600円、65歳以上・大学生・高校生450円、中学生以下無料

川崎ヒストリー展 ～川崎の鉄道～（2F アートギャラリー1）
4月7日（土）～6月24日（日）

鉄道模型ジオラマ展示（2F アートギャ ラリー3）
4月7日（土）～6月24日（日）

あそんでミュージアム！こどもステーション
4月7日（土）～6月24日（日）のうち土日祝
（2F 企画展示室2・参加無料・一部有料）

有料
企画展「岡本太郎の写真──採集と思考のはざまに」展  
4月28日（土）～7月1日（日）  
観覧料：一般800円、高校・大学生・65歳以上600円、中学生以下無料

ぐるうぷひょこり
ぼくたち わたしたちの作品展
4月13日（金）～15日（日）

大井川鐵道 田野口～駿河徳山

糸書道会 書道作品展
4月27日（金）～29日（日・祝）
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川崎市岡本太郎美術館〈多摩区〉

多摩区枡形7-1-5　TEL.900-9898　FAX.900-9966
【アクセス】  小田急線向ケ丘遊園駅南口徒歩17分、北口バス約10分 
　　　　　 専修大学前下車徒歩6分　

【開館時間】 9：30〜17：00（入館16：30まで）　
【休 館 日】 月曜日
http://www.taromuseum.jp

登戸駅
向ケ丘遊園駅

稲生橋交差点

JR南武線

府中街道
川崎市生田緑地
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至町田

至立川
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小
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急
線

世
田
谷
町
田
線

至
町
田

至
渋
谷

川崎市
岡本太郎美術館

日本民家園

中原区等々力1-2（等々力緑地内）　TEL．754-4500　FAX．754-4533　
【アクセス】  武蔵小杉駅北口バス約10分、溝の口駅ノクティ側バス約20分
【開館時間】 9：30～17：00（入館16：30まで）　
【休 館 日】 月曜日（ただし4月30日は開館）、5月1日（火）
http://www.kawasaki-museum.jp/

多摩川

JR南武線

多摩沿線道路

中原
街道

北口バス乗り場

●会館とどろき

武蔵中原

府中街道（国道403号）

新
丸
子

多摩川

武
蔵
小
杉

川崎市市民
ミュージアム

Twitter InstagramFacebookホームページ

◦ホームページ、Twitter、Facebook、Instagramにて情報発信中！
◦ホームページ、
　Facebookにて
　情報発信中

Facebookホームページ

4月17·18日は展示替えのため休館いたします。

 常設展／4月19日（木）～7月1日（日）
予告「（仮）太陽の塔 誕生」展

 企画展／4月28日（土）～7月1日（日）
予告「岡本太郎の写真
　　──採集と思考のはざまに」展

有料

〈その他イベント〉
はいはい＆よちよち美術館ツアー
　小さなお子さんとご家族のためのツアーです。太郎さんの作品を、
お子さんと一緒にゆったりとお楽しみください。
◦日時：2018年4月11日（水）10：30～11：30　　　　
◦対象：3ヵ月～3才までのお子さんとご家族の方
◦定員：10組　◦場所：常設展示室　◦料金：無料（保護者のみ要観覧料）
◦申込：電話受付（3月21日 10：00～）・先着順
TARO鯉に挑む！
　太郎さんが空を悠 と々舞う鯉のぼりをつくりたいと「自分勝手に描
いた」TARO鯉。今年で5回目をむかえます。皆さんも白い布地に思い
思いに色を付け、自分のオリジナル鯉のぼりをつくって大空を泳がせ
てみませんか？
◦日程：4月22日（日）、4月29日（日・祝）、4月30日（月・振休）
◦時間：各日13：00～15：30　◦場所：常設展示室 創作アトリエ　◦料金：観覧料のみ
◦対象：小学生以上　◦募集人数：各日20名　
◦申込方法：電話受付（4月4日10：00～）・先着順　◦展示期間：5月2日（水）～5月6日（日）（開館時）
※その他、関連イベントの詳細は当館ホームページをご覧ください。
　http://www.taromuseum.jp

 企画展／4月7日（土）～6月24日（日）
中井精也 鉄道写真展
笑顔あふれる「ゆる鉄」ワールド

 ～「中井精也 鉄道写真展」同時開催～
■川崎ヒストリー展 ～川崎の鉄道～
　◦4/7（土）～6/24（日）／2F アートギャラリー1／観覧無料
　 　川崎市内における鉄道のあゆみを、当時の資料や写真から

ご紹介します。

■鉄道模型ジオラマ展示
　◦4/7（土）～6/24（日）／2F アートギャラリー3／観覧無料
　 　「鉄道模型ジオラマ制作ワークショップ」の受講生と、その講

師陣（T-Trak Networkほか）による鉄道ジオラマを展示します。

■あそんでミュージアム！こどもステーション
　◦4/7（土）～6/24（日）のうち土日祝／2F 企画展示室2／参加無料
　 　ダンボール電車の乗り物や鉄道に関するワークショップで、
「鉄道のある暮らし」について遊びながら学ぼう！

　　親子で楽しめる体験展示です。
＊ コンテンツの一部は有料・年齢制限があります。詳細はチラシ・

HPでお知らせします。

◦会　場：2F企画展示室1、アートギャラリー2
◦観覧料：一般600円（480円）、
 65歳以上・大学生・高校生450円（360円）、
 中学生以下無料
 ※（　）内は20名以上の団体料金です。
 ※障害者手帳をお持ちの方およびその介護者は無料。

　鉄道の車両だけにこだわらず、鉄道にかかわるすべてのもの
を被写体として独自の視点で鉄道を撮影し、「ゆる鉄」という新し
い鉄道写真のジャンルを生み出した中井精也。鉄道ファンでな
い人でも、見た人誰もが思わず笑顔になる癒される写真です。
　本展では、代表作であり、中井精也がライフワークとして毎日
ウェブ上に鉄道写真を公開しているシリーズ「1日1鉄！」から約
150点と、東日本大震災直後から2014年春に運行再開した三
陸鉄道を、3年間通って撮影した「夢と希望の三陸鉄道」から約
50点をご紹介します。

〈関連プログラム〉
■中井精也 ギャラリートーク＆サイン会／講演会＆サイン会
　4/7（土）、5/5（土・祝）
　◦各日11：00～12：00 ギャラリートーク＆サイン会
　　［2F企画展示室1／要観覧券］
　◦各日14：00～15：00 講演会＆サイン会［1F逍遥展示空間／参加無料］
　＊講演会の内容は日によって異なります。
　　4/7…「鉄道写真入門」、5/5…「鉄道写真家になるには」
　＊ どちらも当日先着順の受付です。サインは1Fミュージアムショップで販売する中井

精也の書籍に限ります。

第21回岡本太郎賞
さいあくななちゃん《芸術はロックンロールだ》

旅行中の岡本太郎（左）と敏子（右）1957年

 常設展／開催中～4月15日（日）

「敏子さん、岡本太郎のこと教えて。」
　1947年頃、岡本敏子は岡本太郎に出会い、その
後、公私にわたるパートナーとして、また、生涯太郎を
支える存在として活躍しました。本展覧会では、「芸術
家 岡本太郎」が、太郎その人自身だけでなく、敏子に
よっても大きく支えられていたことを紹介します。

〈関連イベント〉
◆第21回TARO賞ギャラリートーク
　第21回TARO賞入選作家による、ギャラリートークです。
　◦4月1日（日）13：00～　大野修平、黒木重雄、橋本悠希、さいあくななちゃん、近藤祐史
　◦4月15日（日）13：00～
　　与那覇俊、黒宮菜菜、横山信人、𠮷田芙希子、○△□（まるさんかくしかく）
◆お手紙プロジェクト
　鑑賞者の皆様の作品への感想などを共有する試み、「お手紙プロジェクト」。来館者に入選作家
や作品に対してメッセージを書いてもらう企画です。
　◦日時：2月16日（金）～4月15日（日）　◦場所：ギャラリースペース

展覧会料金等　休館日：月曜日
　　　　　　　料　金：一般700（560）円、
　　　　　　　　高校・大学生・65歳以上500（400）円、
　　　　　　　　中学生以下無料
　　　　　　　　※（　）は20名以上の団体料金
　　　　　　　　※常設展もあわせてご覧いただけます。

 企画展／開催中～4月15日（日）

「第21回岡本太郎
現代芸術賞（TARO賞）」展
時代を創造する者は誰か！
　時代に先駆けて、たえず新たな挑戦を続けてきた
岡本太郎。岡本太郎現代芸術賞は、岡本の精神を継
承し、自由な視点と発想で現代社会に鋭いメッセージ
を突きつける作家を顕彰するべく設立されました。今
年で21回目をむかえる本賞では、558点の応募があ
り、厳正な審査を行いました結果、26名（組）が入選
をはたしました。
　21世紀における芸術の新しい可能性を探る、意欲
的な作品をご覧ください。

◦料金：1プログラムにつき 一般600円／65歳以上･大学生･高校生500円／小中学生400円
　　　　（未就学児、障害者手帳等をお持ちの方及びその介護者無料）
◦会場：1F映像ホール（定員270名）　※4月より午前の上映時間が「11：00～」に変更となります。

■鉄道のある風景 ～「中井精也 鉄道写真展」連携上映～
　小津安二郎生誕100周年記念として作られた、山手線・京浜東北線・高崎線・都電荒川線の情景を
活かした傑作「珈琲時光」をはじめ、「鉄道」が印象深く映される名作映画5作品を上映します。
　◦蜂の巣の子供たち　4月1日（日）11：00～／4月7日（土）14：00～
　　1948年／モノクロ／35mm／86分／監督：清水宏／出演：島村俊作、夏木雅子、御庄正一
　◦遠い一本の道　4月1日（日）14：00～／4月14日（土）11：00～／4月21日（土）14：00～
　　1977年／カラー／35mm／113分／監督：左幸子／出演：井川比佐志、左幸子、長塚京三
　◦珈琲時光
　　4月7日（土）11：00～／4月14日（土）14：00～／
　　4月22日（日）14：00～
　　2003年／カラー／35mm／103分／
　　監督：ホウ・シャオシェン／
　　出演：一青窈、浅野忠信、小林稔侍
　◦カルメン故郷に帰る　4月8日（日）11：00～／4月15日（日）14：00～／4月21日（土）11：00～
　　1951年／カラー／DCP／86分／監督：木下惠介／出演：高峰秀子、小林トシ子、佐野周二
　◦彼岸花　4月8日（日）14：00～／4月15日（日）11：00～／4月22（日）11：00～
　　1958年／カラー／DCP／118分／監督：小津安二郎／出演：佐分利信、山本富士子、久我美子

  映　画　上　映 

川崎市市民ミュージアム〈中原区〉

いすみ鉄道 車内

小湊鐵道 高滝駅

向ヶ丘遊園モノレール 
昭和46（1971）年

その他、「鉄道落語会」など関連イベント多数！詳細はHP・チラシをご覧ください。

「珈琲時光」
©2003 松竹株式会社／

朝日新聞社／住友商事／
衛星劇場／IMAGICA
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アルテリオ小劇場

貸館のご案内
アルテリオ小劇場では施設の貸出を行っております。演劇やミュージカル、コンサート、ダンス、発表会、セミナーな
ど様 な々形態でご利用頂くことが可能です。基本形式193席の客席を有し、３室可動間仕切りの楽屋や工房（舞
台の道具作成や楽屋代わりとしてもご利用可）もございます。詳細はWEBまたは川崎市アートセンターまでお問
い合わせください。
お問合せ：川崎市アートセンター TEL.044−955−0107　http://kawasaki-ac.jp

〒215-0004 川崎市麻生区万福寺6-7-1
TEL.044-955-0107　FAX.044-959-2200
http://kawasaki-ac.jp/

【アクセス】 小田急線「新百合ヶ丘駅」北口より徒歩3分

 チケット取扱い
［WEB］アルテリッカしんゆりチケットセンター http://www.artericca-shinyuri.com/
［TEL］アルテリッカしんゆりチケットセンター 044-955-3100（10：00～17：00）
［窓口］川崎市アートセンター（9：00～19：30、原則毎月第二月曜除く）　ほか

 文学座こどもげき

三匹のこぶた ～みんなでいっしょに劇づくり～
作：さいとうゆういち　　演出：高橋正徳

2018年4月29日（日・祝）～30日（月・振休） 
※開場は開演の15分前

【出演者】 鈴木亜希子、藤川三郎、頼経明子、
　　　　　斉藤祐一、大野香織、上川路啓志

【チケット】 おとな1,500円／こども500円
　　　　　（全席自由・税込） ※2歳以下入場不可

親子で楽しめるはじめての演劇体験！
創立80年の歴史を持つ劇団・文学座が「目の前で繰り広げられる生の演劇を楽しんでほ
しい。初めての演劇体験を幸福なものに」という願いをこめて贈る本作は、上演前にお芝
居の中で使うアイテム作りをするなど、「観る」だけでなく「参加できる」公演です。

29（日・祝） 30（月・振休）

11：00 ● ●

14：00 ●

2018年5月5日（土・祝）～6日（日）13：00開演 ※開場は開演の30分前

【出演者】 榎本トオル、末永 快、鈴木 文、鈴木香澄、やなせけいこ、善岡 修
【チケット】 一般 2,000円／こども（4歳～中学生）1,000円（全席指定・税込）

　　　　　　　　　※3歳以下入場不可。推奨年齢10歳以上。

 デフ・パペットシアター・ひとみ

森と夜と世界の果てへの旅
原作：エイモス・チュツオーラ著「やし酒飲み」
脚本：小池博史　　演出：くすのき燕
それは、遠くて、近い、誰かの、私の物語。
ナイジェリアの作家エイモス・チュツオーラの「やし
酒飲み」を原作に、日本で唯一のろう者と聴者が
共につくるプロの人形劇団が贈る、放蕩息子ジュ
ジュマンのハラハラドキドキの冒険物語！

お問合せ◉川崎市アートセンター　044-955-0107

 青年座

江戸怪奇譚 ～ムカサリ
原作：藤沢文翁　　脚本・演出：金澤菜乃英

2018年5月12日（土）～13日（日）13：00開演 
※開場は開演の30分前

【出演者】 山路和弘　付け打ち・太鼓：井川 学
【チケット】 一般3,500円／学生2,000円（全席指定・税込） 

　　　　　　　　　※未就学児童のご入場はご遠慮下さい。

おかしくてコワイ、山路和弘ひとり語り
創作落語『ムカサリ』をもとに創りあげた本作は、時は元禄・江戸時
代、裕福な商家に生まれたお咲と没落した旗本・佐伯一馬の物語。
劇団入団40年の山路和弘が、落語の語りから始め、その演技力を
駆使して江戸の怪奇譚に誘う一人芝居。

チケット好評発売中!!
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川崎市アートセンター
〒215-0004　神奈川県 川崎市 麻生区万福寺
6-7-1
Tel. 044-955-0107　Fax. 044-959-2200 
info@kawasaki-ac.jp　http://kawasaki-ac.jp/

小田急線「新百合ヶ丘駅」北口より徒歩 3 分

◆映画のチケットは 9：00 より受付にて販売
◆自由席、整理番号順入場、立見不可
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川崎市アートセンター
〒215-0004　神奈川県 川崎市 麻生区万福寺
6-7-1
Tel. 044-955-0107　Fax. 044-959-2200 
info@kawasaki-ac.jp　http://kawasaki-ac.jp/

小田急線「新百合ヶ丘駅」北口より徒歩 3 分

◆映画のチケットは 9：00 より受付にて販売
◆自由席、整理番号順入場、立見不可
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第三火曜日第三火曜日ラゾーナ寄席ラゾーナ寄席
毎月

2018
のお楽しみ

■会　場…ラゾーナ川崎プラザソル
　　　　　〒212-8576  川崎市幸区堀川町72-1 ラゾーナ川崎プラザ5F
■出　演…三遊亭遊之介・桂米多朗・瀧川鯉津・三遊亭遊七
■入場料…全席自由2,000円
　　　　　　　　　　（終演後のおたのしみ“交流会”…希望者のみ・参加費1,500円）
■予約･お問合せ／ラゾーナ川崎プラザソル
　　　　　　　　　電話 044-874-8501　FAX 044-520-9151　
　　　　　　　　　E-mail：info@plazasol.jp　http://www.plazasol.jp

2018年
4月17日（火） 17：30受付開始/18：00開場/18：30開演
※当日券は18：00から販売します

三遊亭遊之介

主催◉川崎大師薪能実行委員会　共催◉公益財団法人川崎市文化財団、一般社団法人川崎市観光協会　後援◉川崎市、大本山川崎大師平間寺
お問い合わせ◉川崎市文化財団　川崎大師薪能係 TEL 044-222-8821

◆料金 Ｓ席 6,000円（区分指定・区分内自由／雨天時 信徒会館入場可）
　　　 Ａ席 4,000円（区分指定・区分内自由／雨天時 払い戻し）※雨天時は信徒会館への入場はできません。
◆チケット発売日 平成30年3月22日（木）10：00より
◆チケット取扱 チケットぴあ　TEL：0570-02-9999[Pコード：485-018]自動音声ガイダンス　http://w.pia.jp/t/kawasakidaishi/

　ミューザ川崎シンフォニーホール チケットセンター TEL：044-520-0200
　他　市内各所プレイガイドにて販売。詳細は川崎市文化財団HPでご確認ください。http://www.kbz.or.jp/　
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Photo：平成29年度川崎大師薪能上演風景　
　　　 能「羽衣」観世清和（撮影：前島吉裕）
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第70回

公益財団法人 川崎市文化財団
かわさきアートニュースの制作には、川崎市文化振興基金が活用されています。

〒210-0007 川崎市川崎区駅前本町12-1（リバーク３F）　
TEL.044（222）8821（代表）  FAX.044（222）8817
http://www.kbz.or.jp
平成30年4月1日発行 ◉印刷・製本／八幡印刷㈱ TEL.044-542-2311

川崎市文化財団
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